





Consideration on the ready-to-wear yukata














































































































































   
⑥ 裾 線 ⑧ 左前身頃 裾 
⑦ 右前身頃 裾 ⑤ 肩 線 
№ 7 既製品 （裏面） 
① 袖付け・身八つ口 ③ 脇 縫い代 
④ 脇 ロック始末 ② 糸調子 
⑨ 
　⑦と⑧で示すが、身頃をたたんだ場合、右前身頃の裾が6.4cm長く、左前身頃は3.4㎝短いことが分かる。
　⑨で示すが、平らにおいた場合、浴衣が大きく歪んでいることが分かる。浴衣全体が歪んでいるため
に浴衣をたたむ際に裾が合わず、平らにすることさえ困難であった。
図５
109既製品浴衣について一考察　－縫製方法からみる－
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　　4　結果および考察
（1）既製品浴衣について資料として用いた９枚のなかで、No.7の浴衣はネット通販で購入したものであ
る。購入価格を明記していないが９枚のなかで最も安価で手に入れている。店頭で購入せず画像を
見ただけで購入したため、問題点が多く見られたものと思う。
（2）No.4の浴衣はファストファッションを扱う大型量販店から購入したものである。洋服と同様に既製
品浴衣も安価で販売しているため、年に１～２回しか着用しない浴衣の場合、手軽に買える価格が
魅力なのかも知れない。
（3）浴衣地の風合い、色柄、文様などについて今回の調査に示していないが、呉服店から購入したNo.8
とNo.9の浴衣は、他の既製品に比べて、布地の質感もよく、従来の仕立て方に見られる、袖口や衿
下から裾にかけて表側から見える部位をくけ縫いしていた。部位に適した縫い方をしていることで、
他の既製品よりもきれいな縫製がなされていた。
（4）今回の資料について、購入価格が不明のものもあり、価格からみた縫い方の相違について考察がで
きなかったが、安価で購入できるファストファッションを扱う大型量販店やネット通販、さらに貸
衣装店から無料で貰ったものなど、これらの６枚の既製品は手縫いの個所が全くなく、すべてミシ
ンで縫製されているため、浴衣の表側にミシンの縫い目が見えて、非常に粗雑な印象を与えてしま
う仕立て方になっていた。
（5）きものを仕立てる場合、並幅に織られた一反の反物を縫い代は落とさず仕立てるが、全てミシンで
縫われた６枚の既製品は、洋服の仕立て方と同様に縫い代を細く落としロックミシンで縫い代を始
末していた。
　　5　まとめ
　今回の資料として用いた、９枚の既製品浴衣と仕立て屋により仕立てられた浴衣を比較し、縫製方法
の違いについて調べた。本授業を受けるまで、仕立てた浴衣を実際に手にすることや、見た経験がない
学生のなかには、縫製の仕方による審美性の違いを目の当たりにして、驚きの表情がみられた。
　現在、市場に出回っている浴衣のほとんどが既製品であり、日本の伝統衣装でさえ縫製は東南アジア
諸国が占めているのが現状である。
　学生が浴衣を購入する場合、安価で入手できる点や、見た目の可愛さ美しさなど、洋服と同じ感覚で
選ぶのが大半であると思える。家庭においても母親や祖母などを通じて、着物についての知識を得る環
境をもたない学生は、浴衣の縫い方の良し悪しが理解できないまま来ている。
　今回の考察を通して、手縫いで仕立てる意味や美しさを理解させる必要性を強く感じるとともに、引
き続き今後の教育に繋げていきたいと考えている。
110 小　川　秀　子
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